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はじめに

　精神疾患は、地域医療の基本方針となる医療

計画に五大疾病のひとつと指定されるほど増加

傾向をたどっている。日本の精神障害者の総数

は320.1万人といわれている。したがって、精神

障害者家族はそれよりもさらに多い数である。

　精神障害者家族の大まかな現状は次のとおり

である。岡上ら（1988）の調査において、回答

者と精神障害者の続柄では親であることが圧倒

的に多く、回答者の年齢としては、60歳以上が

約６割を占め、「親」だけに限れば、８割弱ま

でが60歳以上であった。これらのことから本人

を支える主な者は親であることがよく分かる。

また、伊藤（2010：2011）によれば、回答者（家

族）の平均年齢は約66.7歳と高齢で、回答者の
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８割強は親であった。以上の２つの調査から、

今も昔も本人を支える担い手は高齢者でもある

親なのである。また、回答した家族の多くが、

自身の健康問題を抱え、特に約４割が精神的不

調のために服薬治療を受けたことがあること、

回答者自身の高齢化の問題に不安を持つ人が８

割強と高率であった。そのため、近年の精神障

害者家族支援にむけての研究の対象が親に向け

られていることが多い。しかし、親は高齢化な

どの理由から、本人を支えることが徐々に困難

になっていく。その中で、本人にきょうだいが

いる場合、そのきょうだいに注目が集まるのは

当然のこととなってきている現状がある。

１　精神障害者家族の現状ときょうだいをめ

ぐる諸問題

　近年の精神保健福祉分野は、地域生活への移

行にむけての支援の充実を図ってきている。就

労移行支援・就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）・共同

生活援助（グループホーム）等の各種サービス

等を利用して、本人の自立を図るという選択肢

も増えつつある。しかし、岡上らの調査（1988）

や伊藤（2010：2011）において、親たちは社会

福祉制度に期待しつつも,それに安心して頼れる

状況ではないことが分かる。このように公的な

サービスに任せようと考えても、量的な資源が

足りない、また、それら社会資源につながりた

くないという本人もいて、結果として家族が本

人を支えるしかないという状況も存在している。

　その親たちは、息子・娘の世話をしながらも

配偶者の介護に追われる者、自身の身体的疾患

により息子・娘の世話ができなくなってしまう

者等、高齢化によってさまざまな問題が生じて

いる。特に、親の高齢化は子どもである精神障

害者を支えることをより困難にしている。そう

なると親は子世代（障害者のきょうだい）が後

を引き継いでくれることにも期待せざるを得な

い状況となっている。そのようなとき、否応な

く、本人のきょうだいたちが支援せざるを得な

くなっていると推察される。

　精神障害者のきょうだいの現状を、きょうだ

いを対象とした南山（1999）の調査からみてみ

る。精神疾患の多くは青年期前後での発病率が

高く、精神障害者が未婚の場合が多いため、親

が最もケアを行うことが多い。しかし、親の高

齢化等の問題を抱えることから、親に代わる支

援者として、きょうだい世代への関心が高まっ

ているのである。

　きょうだいの中にも、不本意な形でケアを

担っている者、自発的に担っている者の大きく

２つに分けることができるとする。たとえ初め

は前者であったとしても本人を援助する過程で

後者になっていけるとすれば、本人への好影響

を期待できる。前者は、きょうだいは親と比べ

て、役割拘束（個人が、社会的役割の不本意な

担い手となっている状況、つまり役割に囚われ

た身となっていること）が有意に高いという結

果が得られている。また本人が入院している場

合、社会行動の障害が重度であるほど、男性で

あるほど、年齢が低いほど、結婚しているほど、

情緒的サポートを保有していないなど、役割拘

束が高いことを示している。在宅の場合、本人

の社会行動上の障害が重度であるほど、障害者

本人との関係が安定していないほど、世帯年収

が低いほど、評価的サポートを保有しているほ

ど、役割拘束が高いことを示している。

　役割拘束の存在は、本人にとっても好ましく

ない結果をもたらすことが多い。きょうだいの

「現実逃避」「問題の矮小化」といったストレス
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状況の根本的な解決につながりにくいこともあ

るし、問題の先送りとともに本人への「攻撃的

対処」を採用する可能性も否定できない。

　そこで、このような役割拘束という問題を抱

えているきょうだいに対し、専門職からの支援

が必要不可欠となる。当然、その支援の内容や

方法を明らかにする必要がある。きょうだいの

立場からでは、神谷（2012）が精神保健福祉

士に対して示した９つのメッセージがある。そ

れは、①きょうだいも当事者の１人。きょう

だいがいたら話を聴いてほしい。「兄弟姉妹の

会」を紹介してほしい。②きょうだいは物理的

精神的に制約があり、自身の生活を優先するこ

とも理解してもらいたい。③幼いきょうだいが

いる場合は親の配慮が必要なことを伝えてほし

い。④それぞれの家族文化を尊重した支援がほ

しい。⑤専門職として専門性を発揮すると同時

に、責任ある言動と大所高所から本人と家族の

ケアマネジメントを行ってほしい。⑥病気や症

状のせいと諦めず、本人を１人の人間としても

う一歩踏み込んだ支援（医学モデルと生活モデ

ルの両側面）がほしい。⑦家族に頼るのではな

く専門職としてアウトリーチを積極的に行って

ほしい。⑧医師と対等に渡り合えるくらいの力

をつけてほしい。⑨ソーシャルワーカーとして

社会を変えていく意気込みがほしい。である。

　特に「②きょうだいは物理的精神的に制約が

あり、自身の生活を優先することも理解しても

らいたい。」に着目すると、きょうだいがひと

りの人間としてその人らしい人生を歩むことも

必要であり、そのような人生を歩むための支援

が求められるだろう。 

　その支援を担っている精神保健福祉士の考え

方に着目する。精神保健福祉士の立場から考え

る相談支援のあり方として、白石（2012）は、

①患者と家族の間で起こっていることを理解す

る。②患者と家族の思いを尊重する。③患者の

生活支援を尊重する。④中立的立場で調整役と

して関与する。⑤働きかけは慎重に、でも方針

を決めたら粘り強く行う。ということを挙げて

いる。増田（2012）は、家族から求められる

精神保健福祉士のあり方として、１人の人への

支援を出発点にしつつ、その支援を充実してい

くための様々な手立てを考え、地域を耕す仕事

を地道に続け、法や制度の改革に身を投じてい

く。そうした役割を果たしていくことが、家族

から求められ、家族がともに行動しようと願う

専門職としての精神保健福祉士の姿なのではな

いか、と述べている。

　以上、白石と増田は家族への支援を行う上

で精神保健福祉士のあるべき姿を挙げている。

これらの支援の対象は家族全般であり、きょ

うだい特有の問題に対応しているわけではな

い。精神障害者のきょうだいを取り上げた南山

（1999）は役割拘束ということに注目した研究

であるが、きょうだいへの具体的な支援を明ら

かにした研究でない。またその支援の担い手を

精神保健福祉士とした研究もまだ緒に就いたば

かりである。

　なお本研究では、きょうだいとは精神障害者

本人の兄弟姉妹を指すものであり、きょうだい

が精神障害者本人に対して行なうことを援助、

精神保健福祉士がきょうだいに対して行なうこ

とを支援として記すことにした。

２　研究目的と方法

２－１　目的

　そこで本稿では精神保健福祉士（以下、PSW

とする）のきょうだいへの支援内容を明らかに
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する。

２－２　方法

　研究目的を達成するため、きょうだいへの

支援を行っているPSWに対してインタビュー

調査を実施し、そこで得られたデータを質的

調査法に基づいたグラウンデッド・セオリー・

アプローチの分析ワークシートを用いて分析

した。なお、インタビュー調査では、下記の

Research Questionのもと、Interview Guide

を作成し、きょうだいに対して行なっている

PSWの支援について具体的内容を聞き取った。

　本稿の研究におけるResearch Question（調

査上の問いかけ）は、以下の３つである。

①きょうだいへの支援の内容としてどのよう

なものがあるか。

②きょうだいが抱える悩みや不安とはどのよ

うなものか。また、きょうだいから本心を打ち

明けられるようにどのような工夫を行ったか。

③きょうだいがひとりの人間としてその人ら

しい人生を歩めるように意識して行った支援は

何か。また、どのようなことに留意して支援を

進めていくのか。

　また、このResearch Questionに基づき、

以下の10項目のInterview Guideに即してイン

タビューを行なった。また、関連のある内容に

関しては、以下にない質問もであっても、随時

インタビューを行った。

①きょうだいたちが支援につながるきっかけ

は何でしたか。また、その後の話の展開を具体

的に教えてください。

②①のときに支援した内容について詳しく教

えてください。

③①のきっかけの際、初回で工夫して対応し

た具体的内容について教えてください。特に信

頼関係を作るための関わり方の具体的内容を教

えてください。

④①のときに、きょうだいたちはどのような

心境や想いで話を打ち明けられたと思われます

か。

⑤きょうだいが感情的になって本人を一方的

に責めてしまった、というような事例はありま

したか(本人の為を思ってやった行動が空回り

してしまった、等）。そのようなとき、きょう

だいに勧める対処法のなかで１番よく使う方法

は何ですか。

⑥きょうだいが「いけない」とわかっていな

がらも、自身の感情をコントロールできずに本

人を責めてしまった、という事例はあります

か。そのような時、きょうだいに対して行う、

言葉かけや対処法等の具体的な内容を教えてく

ださい。

⑦きょうだいに息抜きを勧めたことはありま

すか。もしあるのであれば、その具体的な息抜

き方法を教えてください。また、息抜きの後で、

きょうだいたちの心境や想いに変化はあったの

でしょうか。もしあったと思われる場合は具体

的に教えてください。

⑧きょうだいの心境や想いが変わってきた

な、と感じた時はありましたか。また、それを

感じたときの状況を教えてください。

⑨⑧の変化によってきょうだいの本人への関

わり方に変化があったという話を聞いたことは

ありますか。もしあれば、その具体的内容を教

えてください。

⑩きょうだいの気持ちや態度に寄り添いなが

ら支援をするうえで、あなたは何が大切だと思

われますか。

　以上のResearch QuestionおよびInterview 

Guideに即して、きょうだいへの支援を行なっ
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ているPSW５名に対してインタビュー調査を

行なった。なお調査はPSWが勤務する病院の

面接室で実施した。そのPSWの属性は表１に

示した通りである。インタビューでは半構造化

面接を採用し、その内容は承諾を得た上でIC

レコーダーに録音し、後に逐語記録を作成した

（なおインタビュー時間は59分～80分であり、

平均69分であった）。 

　調査協力者に対して、以下８つのことについ

て調査前に説明をし、調査協力者の承諾を得

て、調査者および調査協力者それぞれが承諾書

に署名した文書を２通作成し、各１通を保有す

ることとした。

①本調査への協力は任意であり、協力に同意

されたとしても随時協力の撤回ができること

②調査協力に同意しない場合でも、調査者は

調査協力者に危害や不利益が生じないようにす

ること

③ケース対象者および調査協力者の身元等個

人を特定する情報が特定・判明しないようにす

ること(例、氏名・年齢・所属先・地域・関係

機関やそこに所属する人々・地域住民等の個人

情報）。

④インタビュー調査の内容を論文に引用する

場合は、個人が特定できないようにすること

⑤①②以外で個人情報が判明・特定される危

険性があると思われる場合は、調査者が文書・

口頭等により説明し、調査協力者に同意を得る

ものとすること。

⑥調査協力者は、論文等に公表することにつ

いて了承するものとし、それ以外については、

調査者は調査協力者に文書・口頭等で事前に承

諾を得るものとすること

⑦調査で得られたデータは、適切な方法で保

管し、論文執筆後、必要がなくなった時点で破

棄すること

⑧本同意書に記されていない事項で問題が生

じた場合、調査者と調査協力者双方は誠実な対

応を行なうこととすること。

３　きょうだいに対する精神保健福祉士の支

援内容

　分析結果として、きょうだいへの支援とは、

次の４つのカテゴリーとして明らかとなった。

それは、《きょうだいの思いを受け止めた支援》

《具体的な個別支援》《PSWときょうだいの役

割分担による、きょうだいの負担感の軽減》

《きょうだいを地域の社会資源にむすびつける

支援》である（以下、カテゴリーは《　　》で、

概念は “　　” で示し、太字とする。また、調

査協力者が語った言葉は「　　」でくくり９ポ

イントで表記する。）。

　これら４つのカテゴリーはそれぞれ下位に位

置する概念を持っている。

　《きょうだいの思いを受け止めた支援》とい

うカテゴリーを構成するのは、“耳を傾ける” “思

いを理解する” “言語化をする” “アドバイスを

する” という４つの概念である。

　《具体的な個別支援》というカテゴリーを構

成するのは、“きょうだいと本人、それぞれの

気持ちを代弁する” “各種サービスの紹介や申

請を行う” “きょうだいと本人との物理的・精

表１　研究対象者の属性

性別 年代 所　属

① 女性 30 精神科病院

② 女性 30 精神科病院

③ 男性 30 グループホーム

④ 女性 40 精神科病院

⑤ 女性 30 精神科病院
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神的な距離感をとれるような支援” の３つの概

念である。

　《PSWときょうだいの役割分担による、きょ

うだいの負担感の軽減》というカテゴリーを構

成するのは、“ひとまず援助内容を提示する” “援

助内容の明確化” “負担感を軽減する” である。

　《きょうだいを地域の社会資源にむすびつけ

る支援》というカテゴリーを構成するのは、

“きょうだい自身の時間をつくる” “社会資源に

つなげる” である。

　PSWが行なうきょうだいへの支援の４つの

カテゴリーを用いたストーリーラインは、下記

のものである。

　精神障害者本人を援助するきょうだいへの

PSWの支援とは、まず《きょうだいの思いを

受け止めた支援》を行ないながら、《具体的な

個別支援》を行なう。次に《PSWときょうだ

いの役割分担による、きょうだいの負担感の軽

減》をはかり、さらに《きょうだいを地域の社

会資源にむすびつける支援》を行なうことであ

る。これらを通して、精神障害者本人への援助

のモチベーションを高め、その援助を維持し続

ける支援をPSWは行なっている。

　それでは、このストーリーラインに沿って、

それぞれのカテゴリーを説明する。 

３－１　きょうだいの思いを受け止めた支援

　《きょうだいの思いを受け止めた支援》とい

うカテゴリーを生成した手順は表２に示した。

　精神障害者本人をきょうだいが援助するにあ

たって、きょうだいはさまざまな思いを抱えて

いることがある。それゆえ《きょうだいの思い

を受け止めた支援》とは、PSWがきょうだい

の思いをまず傾聴し、きょうだいの気持ちを理

解する。そのうえで、きょうだいの様子をみな

がら言語化やアドバイスを行うことである。

　このカテゴリーに含まれる、上記のそれぞれ

の概念について説明していくなかで、《きょう

だいの思いを受け止めた支援》について述べる。

ⅰ．耳を傾ける

　“耳を傾ける” とは、きょうだいの話に耳を

傾けることである。きょうだいは本人に対して

さまざまな思いを抱えている。その思いとは、

本人をなんとか援助したいという気持ちをもち

ながらも、拒否感や不安感等をも含むさまざま

なものがある。だから、PSWがきょうだいの

思いに丁寧に耳を傾けることは支援にとって必

表２　《きょうだいの思いを受け止めた支援》

定　義： PSWがきょうだいの思いをまず傾聴し、きょうだいの気持ちを理解する。そのうえで、きょうだ

いの様子をみながら言語化やアドバイスを行うこと

“概　念　名” 定　義

“耳を傾ける” きょうだいの話に耳を傾けること。

“思いを理解する” きょうだいの思いを理解すること。

“言語化をする” きょうだいの思いをPSWが理解したことやPSWの考

えを言語化し伝えること。

“アドバイスをする” きょうだいの思いを聞き、気持ちが軽くなるようにア

ドバイスをすること。
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要なことである。そして、思いに耳を傾けるこ

とで、きょうだいの思いを理解することへとつ

ながるのである。

　「きょうだいが本人に対してどう思っているか、

とか、本人にどうなって欲しいと思っているのか、

とか…。で、どれぐらい関われるかっていうのは、

きょうだい自分たちでも…、その、なんだろ。支

援が始まったときとかはやっぱ、分からないし、

どんだけせないかんのかもわからん、わかってな

いし。そういうのはちょっと…、整理するじゃな

いけど、自分が、その本人に対してどう思っとう

か、とか、どうなって欲しいかっていうのをまず

話してもらって、で、こっちも理解して…。なん

かね、家族も話しよったらね、だんだん整理がで

きてくる人もいるし。(①)」

　「ご家族の感情も、ちょっと…愚痴が出せるよう

な、吐き出せるようにっていうのはちょっと聞こ

うかなっとは思いますけどね。うん。まあそれで

すっきりする部分も少しあればね、いいかなーっ

て思います。（②）」

　「やっぱり家族が大変だったと思うので。きょう

だいとかだと特にですね。そういうのを聴いたりと

かして、まあ、その中でなにかできることっていう

か、支援できることとか、フォローしたほうがいい

ような内容とかいうのは拾って、後々の支援につな

がればな、とは思うけど。そうですね。最初はやっ

ぱり、あの…例えば年金の申請っていう目的があっ

たとしても、まあ、どういう生活してあるか、とか、

どういう思いなのかとかっていうのを聞けたら…、

そういう時しか聞くときもなかなか、思いを話して

くれる時もないので、聞くようにはしたいかなって

いうのは思ってますけど。（②）」

　「本人さんがいると、そのきょうだいの方も本心

をやっぱね、言いにくいみたいで、だから(中略)

場合によっては、本人さんが居ない時間にわざと

来てもらって、で、話を聴くとかいうこともあり

ます。(③)」

　「入院時は、特にきょうだいの方とかは泣く方が多

いね。泣きながらの話を聴いたりして、そこでじっ

くり話を聞く。『この人は話していい人なんだ。』っ

ていう、最初にそういう思いをもってもらえたらい

いな、と思ってこっちも関わるし(中略) (④)」

ⅱ．思いを理解する

　“思いを理解する” とは、PSWがきょうだい

の思いを理解することである。PSWがきょう

だいの抱えているさまざまな思いに耳を傾け理

解することで、きょうだいとPSWとの信頼関

係の形成を通して、きょうだいの本人への援助

に対する気持ちの変化が望めるのである。

　「ほんとに、気持ちを、まず、理解する。こっち

が。それは最初は尽きるかな、と思いますけど。そ

ういう気持ちをまずこっちが受け止めて、あげるこ

とかなーっとは思いますね。それに、尽きるかな、

それが土台だし、それを続けるっていうか。一回聞

いたら終わり、じゃなくて、常に、それがベースに

あるかなーとは思いますね。家族のね、態度とか、

関わり方に対して…その、批判的な気持ちが起こら

んことも、ゼロじゃないけど…。あんまり関わって

くれん人になると、そう思うこともあるけど、やっ

ぱり、なんでそうなのかっていう、その、家族がそ

う思うようになった経緯とかをね、きちんと理解し

て、あげるっていう、私が理解したっていうこと

を、家族にも分かってもらうっていう。こっちが理

解するっていうことに留まらず、最終的には家族に

も、ちゃんと家族の方の思いは受け止めましたよ、

ていうことをわかってもらって。そこから、じゃ

あ、本人に対して、お互いどう関わるかっていう話
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ができればね、いいかなーとは思うけど。支援者と

して関わるなら、まず、本人のことはおいといて、

まず家族の気持ちとか、理解するのに尽きるかな。

ありきたりですけど。(①)」

　「特に、精神科っていうのもあって、そういう精

神障害の人を家族に持ってる、きょうだいにいる

方っていうのは、なかなか偏見とかあって。たぶ

ん誰にも言えない、隠さないといけない、みたい

なそういう思いをずっと持ってこられていて、『こ

こでは話していいんだ。』って(中略)そういうふう

な思いを持ってもらえるように接するように心が

けてます。(④)」

ⅲ．言語化をする

　“言語化をする” とは、きょうだいの思いを

PSWが理解したことやPSWの考えを言語化

し、伝えることである。「自分の思いを話した

けれど、分かってくれたのか」、このような思

いを抱えることは誰にでもある。ましてや、さ

まざまな思いを抱えているきょうだいならばな

おさらである。そのときに、PSWが理解した

ことや考えを言語化することで、「話してもい

いんだ」という気持ちになってもらうことや、

信頼してもらうことが必要なのである。

　「家族がそう思うようになった経緯とかをね、き

ちんと理解して、あげるっていう、私が理解したっ

ていうことを、家族にも分かってもらうっていう。

こっちが理解するっていうことに留まらず、最終的

には家族にも、ちゃんと家族の方の思いは受け止め

ましたよ、ていうことを、わかってもらって。(①)」

　「本人側って思われても、家族が本心とかね気持

ちを話してくれないパターンもあったら困るし。自

分は、第三者的な立場で、聞きたいっていうことを

ちょっとね…。今は、家族の方にね、こちらもどう

いう支援ができるかっていうのを考えたいからっ

ていうことを言語化することもあるし。(①)」

　「やっぱり聞き方かなあ。話し方だと思う。相手

が安心できるような…こっちが『聞きたい。なん

でも話してください』っていう気持ちが伝わるよ

うな相槌の打ち方とか、『そうですか。大変だった

ですね』とか相手をねぎらう言葉を多く。『辛かっ

たでしょう。よく来てくださいましたね。』とか、

とにかくそういう言葉を盛り込んで、『あなたの辛

さは理解してますよ』っていう気持ちが伝わるよ

うな話し方をね。(④)」

ⅳ．アドバイスをする

　“アドバイスをする” とは、きょうだいの思

いを聞き、気持ちが軽くなるようにアドバイ

スをすることである。精神疾患を抱える人たち

は、薬の影響や症状等により、思ったように動

けない状態になってしまう。特に、きょうだい

と本人とが同じ家で暮らしていると、きょうだ

いはその状態を見て、「怠けている」「一日中だ

らだらしている」「自分の身の回りのこともし

ない」等を感じ、そして負担が自分にばかりか

かっていると思い、さまざまな負の感情を抱え

てしまう。きょうだいにも本人にも悪い影響を

与えてしまい、関係が悪くなってしまいがちで

ある。そのようなとき、PSWがそれらの思い

を聞き、きょうだいの気持ちが軽くなるように

適切なアドバイスをすることで、きょうだいと

本人の関係性を改善、または維持することがで

きるのである。

　「お兄さんが本人のことを心配するあまり、口う

るさく、過干渉気味やったのが、ちょっとまあ抑

えられた、なんだろ、あんまり口出さずに、目だ

けは配ってください、みたいな言い方を、ちょっ
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と距離を取って欲しいときにはするんやけど、そ

ういうアドバイスじゃないけど、そういうことは

言ったり、病院の方からね、助言したりはするけ

ど…。(①)」

　「『こういうときはどうしたらいいんですか』と

か聞かれたら『こういう風に言ったら患者さんも

わかりやすいかも知れないですね』とかそういう

言い方をするかな。(④)」

　「なんでこうなんだろうって考えすぎないよう

に、とか本人をなんとかしようと思わないように、

とか、本人と距離を取るように、本人のことを考

えすぎないように、とかアドバイスをしたりする

ことはありますけど。(⑤)」

３－２　具体的な個別支援

　《具体的な個別支援》というカテゴリーを生

成した手順は表３に示した。

　《具体的な個別支援》とは、PSWが間に入り、

きょうだいと本人それぞれの気持ちを伝えると

ともに、きょうだいのニーズに応じて、必要な

サービスの紹介や申請やその手伝いをおこな

い、物理的にも精神的にも距離を取れるように

支援することである。

　このカテゴリーに含まれる、上記のそれぞれ

の概念について説明していくなかで、《具体的

な個別支援》について述べる。

ⅰ ．きょうだいと本人、それぞれの気持ちを代

弁する

　“きょうだいと本人、それぞれの気持ちを代

弁する” とは、きょうだいに対しては本人の気

持ちを、本人に対してはきょうだいの気持ち

を、PSWが代弁することである。きょうだい

が本人に、また、本人がきょうだいに直接伝え

ると、精神的にも距離が近いため、感情的に

なってしまい、真意が伝わらなかったり、誤解

を生んで喧嘩になってしまうことも多い。ま

た、良いことでも、照れる、どう伝えたらいい

のか分からない、などの思いから、伝えられな

いこともある。したがって、間に立つPSWが

それぞれ代弁をすることで、きょうだいと本人

の関係をプラスの方向にする手伝いをすること

が必要で、これは、良好な関係をつくるために

も大切なことである。

　「本人さんに伝えてほしいこととか、こうして欲

しいこととか、ご家族の希望は何かありますか、っ

ていうので聞いて、ほんとはこういうところはも

表３　《具体的な個別支援》

定　義： PSWが間に入り、きょうだいと本人それぞれの気持ちを伝えるとともに、きょうだいのニーズに

応じて、必要なサービスの紹介や申請やその手伝いをおこない、物理的にも精神的にも距離を取れ

るように支援すること。

“概　念　名” 定　義

“きょうだいと本人、それぞれの気持ちを代弁する” きょうだいに対しては本人の気持ちを、本人に対し

てはきょうだいの気持ちを、ＰＳＷが代弁すること。

“各種サービスの紹介や申請を行なう” きょうだいや本人に対して、障害年金・施設入所等、

必要なサービスの紹介や申請を行なうこと。

“きょうだいと本人との物理的・精神的な距離感がと

れるような支援”
きょうだいと本人双方が気持ちにゆとりを持ち、関

係性がよくなるために、物理的・精神的にも距離を

取れるように支援すること。
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うちょっとこういう風にしてほしいとか、あれば、

それをまあちょっと本人にね、家族から言われた

とか言わずに…、そういうことを伝えられるよう

な話を、会った時にするとか。もうちょっとこう

いうことしてみましょうか。(①)」

　「間に入って。やっぱり、家族の方や、きょうだ

いの方が言うと、やっぱり感情的…、感情が出や

すいというか。本人の受け止め方もちょっとほか

の人から言われるのとはちょっと違かったりとか

…。同じこと言われてもね。違う、とかいうこと

もあるので、間に入って、話をしたりとか。こう

いうふうな思いなんじゃないか、とかいうのを、

心配して言ってくれてることだと思うっていうの

を、まあ、代弁する…じゃないけど、思ってして

ることなんだよっていうのをちょっと本人に伝え

たり、まあ本人の思いも、逆にご家族、ごきょう

だいに伝えたりっていうのは。（②）」

　「本人は、お兄さんとか弟さんとかに、きょうだ

いの方に…悪い印象はないんですけど。例えば、

僕たちには、『きょうだいには迷惑かけて申し訳な

いと思ってる』とか言われることがあるので、そ

れを伝えてあげますけどね。その…きょうだいに。

『直接は言えてないかもしれませんけど、そういう

思いも持ってあるみたいですよ』とか。代弁する

というかですね。（③）」

ⅱ．各種サービスの紹介や申請を行なう

　“各種サービスの紹介や申請を行なう” とは、

きょうだいや本人に対して、障害年金・施設入

所等、必要なサービスの紹介や申請を行なうこ

とである。生活を共にする中で、経済的問題

（不安）や「ひとりの時間が欲しい」などの欲求、

また親の高齢化に伴うさまざまな問題等が現れ

る。そこで、社会保障や福祉サービスにつなげ

ることで、きょうだいや本人の余裕やゆとりを

確保することは必要なことである。

　「介護もしないといけないし、本人のフォローも

しないといけないというところで、お兄さん自身

が仕事をちょっと、今してなかったりとかいうと

ころで。本人にサービスを使いたい、とかいうこ

とでの相談(②)」

　「本人にサービスをなにか入れたい…、お兄さん

の方も大変なので、なにかサービスを入れたいって

いうことと、金銭的に、ちょっと、どうにかならな

いかなって、収入がお母さんの年金だけだったの

で。本人の障害年金がもらえたりしないのか(②)」

ⅲ ．きょうだいと本人との物理的・精神的な距

離感をとるための支援

　“きょうだいと本人との物理的・精神的な距

離感をとるための支援” とは、きょうだいと本

人双方が気持ちにゆとりを持ち、関係性がよく

なるために、物理的にも精神的にも距離を取れ

るように支援することである。具体的には、本

人を日中活動につなげたり、入院につなげる等

である。

　「ずっとこう一緒に暮らしてて、病状がだんだん

悪くなる家族を見てて、振り回されて、寝る時間

もなくて、病院には疲れきった状態でくるんよね。

入院になるってことは一番悪い状態で来るやん。

家族もヘトヘトの状態で来るんよね。入院になっ

たら心配だけど、『医師も看護師も24時間おる環境

だから、患者さんのことは一旦忘れてじゃないけ

ど、家に帰ってゆっくりされてください』ってい

う声掛けはするかな。(④)」

　「もともと、ご本人さんが住んでた家はあったか

ら、土日だけでもそこの家に外泊とかして、ちょっ

と何日か距離を開けたりしてもいいんじゃないで
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すかっていう話はしたけど、（中略）ずっと一緒

にいるといろんなことが目につくから、ご本人さ

んにデイケアに行ってもらうとか、作業所じゃな

いけど、そういう事業所に通ってもらうとか‥、

ちょっとでも一緒にいる時間を減らすっていうこ

とを勧めたりはします。（⑤）」

３－３　PSWときょうだいとが役割分担をする

ことで、きょうだいの負担感を軽減する

　《PSWときょうだいとが役割分担をすること

で、きょうだいの負担感を軽減する》というカ

テゴリーを生成した手順は表４に示した。

　《PSWときょうだいとが役割分担をするこ

とで、きょうだいの負担感を軽減する》とは、

PSWときょうだいが話し合い、本人への援助

内容を提示した上で、援助内容を明確にするこ

とやそれ以外の援助をPSWが担うという役割

分担をおこなうことで、きょうだいの負担感を

軽減することをいう。

　これは次のような背景を有している。きょう

だいは突然親の代わりに本人の援助者となるに

あたり、そのときの状況の把握やきょうだいの

様子を目の当たりにし、さまざまな感情を抱え

る。どこまで援助すべきなのか、という範囲が

わからないことから不安に駆られ、援助に対し

て拒否的になりやすい。そこで、きょうだいが

担う援助の範囲を伝え、その範囲できょうだい

が本人に行うことを明確にすることで、その不

安感や負担感を軽減するのである。

　このカテゴリーに含まれる、上記のそれぞれ

の概念について説明していくなかで、《PSWと

きょうだいの役割分担による、きょうだいの負

担感の軽減》について述べる。

ⅰ．ひとまず援助内容を提示する

　“ひとまず援助内容を提示する” とは、連絡

を受けて渋々現れたきょうだいに対して、拒否

感や負担感を薄めていくために、限定的な援助

内容を提示することである。きょうだいは、本

人の入院時に連絡をもらって関わり出すことが

多い。きょうだいの思いとしては、自分の日常

にいきなり本人への援助が入ってきて、すぐ

には受け入れられる状況ではない。拒否的気持

ちや不安になることはある意味普通の反応であ

る。PSWが限定的な援助内容を伝えることは、

きょうだいが拒否感や不安を徐々に取り除きつ

つ、援助していくためには必要なことである。

　「内科的疾患が出たときに他の病院に行くのに、

同意して欲しいとか、付き添って欲しい、とか。

表４　《PSWときょうだいの役割分担による、きょうだいの負担感の軽減》

定　義： PSWときょうだいが話し合い、本人への援助内容を提示した上で、援助内容を明確することやそれ

以外の援助をPSWが担うという役割分担をおこなうことで、きょうだいの負担感を軽減すること。

“概　念　名” 定　義

“ひとまず援助内容を提示する” 連絡を受けて渋々現れたきょうだいに対し、拒否感

や負担感を薄めていくために、限定的な援助内容を

提示すること。

“援助内容の明確化” きょうだいに対して、援助の範囲を伝え、その範囲

できょうだいが本人に行なうことを明確にすること。

“負担感を軽減する” きょうだいが行なう援助の範囲外をPSWが担うこと

で、きょうだいの負担感を軽減させること。
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ほんとに緊急時の時のことはお願い、全部の方に

お願いするようにはしてますね。（中略）もう都合

のいい時でいいですー、出来る範囲のことで構わ

ないけど、例えば退院の時に、どういう風に退院

するかちょっと話をさせて欲しい、関わって欲し

い、とか。その転院する時とか…、本人が治療に、

乗らんくなったときにどうするかとか、そういう

時、よっぽどの時はちょっと関わって欲しいって

いうことは伝えるけど(中略)。できる範囲で大丈

夫ですっていうことで。(①)」

　「きょうだいだとあんまり強くは言えない。具体

的には施設に行くのに保証人になって欲しいとか、

自宅だとときどき本人の様子を見に行って欲しい

とか(⑤)」

ⅱ．援助内容の明確化

　“援助内容の明確化” とは、きょうだいに対

して、援助の範囲を伝え、その範囲できょうだ

いが本人に行なうことを明確にすることであ

る。きょうだいには配偶者や子どもという家族

がいることが多く、援助を求められても「どの

範囲までやれば良いのか」、また、「どの範囲ま

でやらなくてはならないのか」とさまざまな思

いがあり、負担感が増え、「協力できない」と

いうきょうだいもいる。そこで援助の範囲を伝

え、きょうだいが本人に対して援助するところ

と、その他のところをPSWが担うことを明確

にすることで、「それだけなら」と、きょうだ

いの負担感を軽減しつつ援助に前向きになって

もらうことは大切なことである。

　「家族に行ってほしい、関わって欲しいポイント

としては、例えば、治療に協力して欲しいとか、な

んかあった時は、家族の方に来てもらって、とか、

そういうこちらの要望的なのをあえて…言う。（①）」

　「必要に応じてというか、ほんとは家族がすべき

手続きとかあるじゃないですか。福祉サービス使

うときとか、年金だとか、そういうサービスでも

家族が忙しいし、遠方から来ているから、必要に

応じてこちらができることは、『しましょうか』っ

て言ってみたりとか。まあ、それはしてますけど、

けどそれちょっと難しくてですね。あまりこちら

がしすぎると、来なくなる人もいて、で、来ても

らえなくなると本人さんとも会えないので、疎遠

になるというかですね。だから、しすぎるのも良

くないと思うんですけどね。（中略）それも家族の

方によって変えないとですね。まあ、こちらがいっ

ぱいしてあげてもそれでもちゃんと来てくれる、

とかですね、本人さんに会いに来てくれたりする

家族もいらっしゃるんで、きょうだいの方をちょっ

と見てですね、どうかなって考えては、一応、し

ますけど。それがあってるのかどうかわかりませ

んけどね。まあ、やってみないとですね。（③）」

　「病院側もかかわっていることだし、家族にはそ

んなに負担にならないようにはしてますっていう

のを伝えるようにはしてます(⑤)」

ⅲ．負担感を軽減する

　“負担感を軽減する” とは、きょうだいが行

なう援助の範囲外をPSWが担うことや相談に

乗ることで、きょうだいの負担感を軽減させる

ことである。

　「そんとき何も話されん人にも、『ソーシャルワー

カーをしている者ですよ。なんでも話してもらっ

ていいんですよ』っていうのを伝えて、『安心して

相談できそうな人がいるんだな』って覚えてもらっ

とく。それだけでも、次なんかあったときに『あ

の人に相談してみようかな』って電話かかってき

たりする。『どんなことでもいいので、何かあった
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ら病院に電話して私を呼び出してください』って。

ちょっとひとこと言っとけば、(中略)どんなこと

でもきっかけづくりをするように」(④)

　「特に、昔なにか迷惑をかけられたとか、本人の

病状が結構悪かったとかだと、昔のイメージしかな

い。また同じようになったらどうするのか、とかで、

自分たちはもう面倒見れないっていうことで…。も

う連絡が来ただけでなにかしなくちゃいけないん

じゃないかって思われるみたいで。（中略）かかっ

てきただけで『えっ』って拒否されるので、そこら

へんは、病院も関わっていることだったりとか、ほ

かにもいろんな人が関わってるっていうことをお伝

えして、家族にはそんなに負担にならないようにし

ますっていうのを伝えるようにはしてます。（⑤）」

３－４　きょうだいを地域の社会資源にむすび

つける支援

　《きょうだいを地域の社会資源にむすびつけ

る支援》というカテゴリーを生成した手順は表

５に示した。

　《きょうだいを地域の社会資源にむすびつけ

る支援》とは、次のとおりである。社会資源に

つながるためには、きょうだい自身が自由に使

える時間を持てることが大前提である。そこで

きょうだいが自身の時間をつくられるように支

援をおこなうことで、きょうだいの気持ちに

ゆとりと余裕ができる。そして、PSWはきょ

うだいが活用できる地域の社会資源を紹介し、

きょうだいと社会資源が結びつける支援をする

ことである。

　このカテゴリーに含まれる、上記のそれぞれ

の概念について説明していくなかで、《きょう

だいを地域の社会資源にむすびつける支援》に

ついて述べる。

ⅰ．きょうだい自身の時間をつくる

　“きょうだい自身の時間をつくる” とは、個

別支援等を通して、きょうだい自身が社会資源

につながることのできる時間をつくることであ

る。きょうだいにはきょうだいの人生がある。

本人への援助のみから解放され、自身のため

に時間を使うことは必要なことである。PSW

が、サービスを調整したり、息抜きを勧めたり、

きょうだい自身の時間をつくり、余裕とゆとり

のある生活にすることは大切なのである。

　　

　「具体的に息抜きになにをしてください、とかは

言わんけど、含めた感じで言葉かけはするかな。(中

略)やっと自由になった、解放されたっていう思い

も絶対あると思うんよ。『精神科に入院させてしまっ

た』っていう罪悪感も大きいけどね。その自由な時

間を、自分の時間を過ごしてくださいねって(④)」

表５　《きょうだいを地域の社会資源にむすびつける支援》

定　義： きょうだいの気持ちにゆとりと余裕が生まれるような支援を目指すために、PSWがきょうだいと

社会資源を結びつける支援をすること。

“概　念　名” 定　義

“きょうだい自身の時間をつくる” 個別支援等を通して、きょうだい自身が社会資源に

つながることのできる時間をつくること．

“社会資源につなげる” きょうだいの息抜きや病気の理解、気持ちの共有等

のために、保健所の家族教室や家族会等の社会資源

につなげること。
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　「家族側もゆとりがないと…。家族も自分の時間

をもてて…。患者さんが日中デイケアとかデイサー

ビスにかよって、その間は、自分の自由な時間っ

て家族の方が思えるようにね。ショッピングに行っ

たりいろいろ美味しいもの食べたりね。自分の自

由な時間がないときついよね。家族も。患者さん

と家族を離す時間をつくる、いろんなサービスを

使うとか。(④)」

　「きょうだいの方には自分の生活があるから、(本

人に)できないことがあるとサービスを頼ることが

多いかな。ヘルパーさんとか、社協とか。(⑤)」

ⅱ．社会資源につなげる

　“社会資源につなげる” とは、きょうだいの

息抜きや病気の理解、気持ちの共有等のため

に、保健所の家族教室や家族会等の社会資源に

つなげることである。精神障害に対して、いま

だ偏見や差別があることは事実である。きょう

だいを援助している中で感じた悩みや不安を気

軽に周囲に話すことは難しい。そこで、社会的

背景や生育歴は違っても、本人を援助している

家族・きょうだいという同じ状況の者同士が語

り合える場につなげることがとても重要になっ

てくるのである。

　「本人が通ってる間にお姉さんはお姉さんの時間

を持ってもらうっていうのは大事なことかな、と

思います。(中略)病気のことを理解してもらうた

めにそういうお話をしたり、保健所の家族教室や

家族会を紹介したり」(⑤)

　以上４つのカテゴリーとそれを構成している

各概念の説明を行なった。これらがPSWによる

支援内容である。このことにより、PSWは本人

への援助のモチベーションを高め、それを維持

し続ける支援を行なっていることがわかった。

４　支援内容としてのソーシャルワーク実践

４－１　分析結果からの考察

　分析結果から、PSWは次の３点を実践して

いることが明らかになった。

　一つはおおむねソーシャルワーク実践をおこ

なっていること、次にソーシャルワーク実践を

行なうにあたり、face-to-faceによる個別支援

から、地域にある社会資源に結びつけるという

支援に焦点を移行させていること、そしてきょ

うだいを支援することで本人を支える環境を構

築することを意識した間接支援を展開している

ことである。

　まずソーシャルワーク実践についてである。

ソーシャルワークとは、松井（1985）によれば、

「人びとが課題に遭遇し、課題を達成すること

が困難な場合、①人びとの対処能力を高めるこ

とによって、②人びとを社会的諸資源に結びつ

けることによって、③社会的諸資源を改善・開

発することによって、人びとと人びとをとりま

く環境システムとの交互作用の場に対抗的相補

性の回復・増進をはかり、人びとが課題を自律

的に達成しうるように援助する活動」としてお

り、その実践がソーシャルワーク実践である。

本研究で得られたストーリーラインは、松井の

定義をすべて網羅したものでないが（たとえば

資源の開発にまでは至っていないことなど）、

おおむねソーシャルワーク実践をおこなってい

るものといえる。つまり、分析結果から導き出

されたストーリーラインで示した内容とおおむ

ね一致するのである。

　次に地域にある社会資源に結びつける支援に

ついてである。これは “きょうだい自身の時間
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をつくる” “社会資源につなげる” という概念

から構成されている《きょうだいを地域の社会

資源にむすびつける支援》によって説明でき

る。さらに本人のために、きょうだいを地域の

社会資源にむすびつけるという支援をPSWは

行っており、きょうだいへの支援は間接支援そ

のものである。

　もちろんこれらから、ソーシャルワーク上の

問題点も抽出することができる。それは、①

PSWときょうだいとの間の援助内容に関する

役割分担の固定化が生じていること、②きょう

だいが使える社会資源がほとんどないことに対

応して、きょうだいを支援するための各種サー

ビスをどのように作っていくかという視点が弱

いということである。

　①については、《PSWときょうだいとが役割

分担をすることで、きょうだいの負担感を軽減

する》ことで、本人へのとりあえずの援助を開

始することができたことは評価されるものであ

る。負担感軽減によってきょうだいにゆとりを

持つことができ、きょうだいを本人への援助に

参加させることができた。しかし、そのことが

本人へのかかわりの拡大や援助内容の変化を生

じさせることへの支援につながっていないので

ある。つまり役割分担の固定化がきょうだいへ

の支援の次のステップを阻んでいるのである。

これを解決するには、PSW側にこのことに気

づくことが必要であり、そのためにもスーパー

ビジョンを受けることが求められるのである。

　②についていえば、病院等に勤務するPSW

単独でマクロレベルのソーシャルワーク実践を

行うことの困難さは論を俟たないので、マクロ

レベルを視野に入れた支援を強要するのは酷と

いえる。きょうだいが利用できる地域の社会資

源が少ないことが①の問題点とも連動している

といえるが、今後どのように社会資源の開拓の

視点をどのように有していくかが課題である。

４－２　本研究の限界と今後の課題

　本研究は、きょうだいへの支援をおこなって

いるPSW５名を対象としたインタビューから

得られたデータにもとづいたものである。その

意味できょうだいへの支援について一般性・普

遍性を有しているわけではない。それが本研究

の限界でもある。

　今後は、きょうだいへの支援を行っている

PSWについて、さらなるデータ収集をおこな

うことによって、きょうだいへの支援について

より一般性・普遍性を有する研究をおこなって

いく必要がある。

　PSWが行っているきょうだいへの支援は、

精神障害を有している本人のためだけでなく、

きょうだいにもよい影響を与えることがある。

なぜなら、きょうだいは本人を援助する役割だ

けを果たして生活しているわけではない。「援

助者としてのきょうだい」と見るだけではな

く、ひとりの人間としてその人らしい人生を歩

むことができるような支援も必要であり、そ

のための支援をPSWはおこなっていた。また、

確実にソーシャルワーク実践を行うことで、

きょうだいの負担感を軽減し、地域の社会資源

に結びつけることによってきょうだいがその人

らしい人生を歩むことができるような支援をお

こなっていた。もちろんPSWの支援は十分な

ものとはいえない。PSWとしての課題は、きょ

うだいが活用できる社会資源を開発することな

ど、きょうだいへの支援に必要な環境を作って

いくことがますます求められているのである。
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　本論文の一部は、2014年度福岡県立大学人

間社会学部社会福祉学科に提出された林志帆

の卒業論文をベースに、林と住友が共同して修

正・加筆を行ったものである。
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